
主体性！を考える

主体性… 辞書には，「自分の意志判断によって行動し，他に影響を及ぼしていく」（角川

国語辞典）とある。さて，今の自分に主体性はあるか？この問いを，胸に手をあてて冷静に考

えてみてほしい。勉強にせよ，部活動にせよ，趣味嗜好の分野にせよ，物事に主体的に取り組

む人はどんどん伸びていく。周囲の人を見回したときに，君の目にそのように映る人は輝いて

みえるのではないだろうか。

ではなぜ，伸びるのか？なぜ，輝いて見えるのか？主体性は，「創造のエネルギー」そのも

のだからではないか。１１０年の歴史を数える甲南高校の多くの卒業生が，この問いの証明を

してくれているとも考える。主体的に生きる人は，「気力」と「創造力」に溢れている。もち

ろん，自らの信じる道を突き進んでいけば，必ずと言っていいほど目の前に大きく立ちはだか

る「障壁」に出くわすはずだ。ただ，その壁を乗り越えてみせるという「強いエネルギー」と，

どのようにその壁に対処するかという「工夫」を考えることで，人として大事な「心」も鍛え

られていく。主体的に行動している人は，目標に突き進むときのパワーがほとばしるエネルギ

ーとなって周りに伝播し，他に影響を及ぼしていくのである。それが，周りには輝きとして映

るのであろう。

人は苦しみを乗り越えた代価として，忍耐力，思考力，決断力，協調性，周りへの配慮等々，

人として本当に必要なものを得る。自主性（主体性）が存在するステージには，自己を見つめ

自己と闘う場が用意される。そこには，自ずと自分を次の舞台へ引き上げるための幾多の困難

もある。それに果敢に立ち向かうからこそ，勉強や部活動の伸びが鋭くなると考える。しても

らうこと，与えられることに慣れてしまっては依存心が強く，あらゆる場面での伸びにも期待

がもてない。依存的生活は自らを工夫改善する機会に乏しく，自己と闘う場数も少ない。今の

君たちには，少なからずその態勢に危機感を覚える瞬間が垣間見える。「攻めの姿勢」が必要

なのである。今の自分は「受けの姿勢」だけになっていないだろうか。１年生は入学して１ヶ

月，予習・授業・復習のペース配分は身についてきただろうか。２年生は，甲南生を１年間経

験し，「狎れ（なれ）」に陥っていないだろうか。３年生は，後輩諸君のよき模範になってい

るだろうか。「授業の場も，放課後の部活動の場も，常に真剣勝負の場である！」と始業式で

話をしたのを覚えているだろうか。再度，自分の３ヶ月後，１年後，３年後，１０年後，３０

年後を想像してみてほしい。どんな自分を期待するか。未来の自分をつくるために今何をすべ

きか。創立１１０周年を迎える今年は，事あるごとに自己との対話ができる場が与えられるは

ずである。グローバル社会を生き抜く本校生は，間違いない時代を切り開くリーダーの素地を

もった人材である。この１年，主体性をテーマに自己変革にのりだしてほしい。

２０１６年は
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＜裏面＞に，卒業生３カ年の合格状況を掲載する。１年後，２年後，３年後，君はどこにいる？
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